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有翅アブラムシの飛来とパパヤのウイルス病

発生との関係について

与那覇哲義・米盛重保・田盛正雄

（琉球大学農学部）

TetsuyoshiYONAHAShigeyasuYONEMORIandMasaoTAMORI：Relationbetweenthe
flightoccurrenceofalateaphidsandthespreadofPapayavirusdiseasesinthefield．

２．調査方法

有翅アブラムシの飛来は，黄色水盤法（中沢1970）

により調査した．黄色水盤は市販の濃黄色ポリエチレン

容器（径30噸，深さ12ｃ１ｉｕ）を用い，その上部位に金網を

張った溢水ロを設け，これに水道水を５噸位入れて地上

150cwiiの台上に置いた（図版1,2)．この黄色水盤トラッ

プは琉球大学農学部中庭（那覇市首里当蔵町）に１カ所

設置し，1974年１月から1975年12月までの２年間，毎日

午後５時に捕獲虫数を調べた．その期間中に水盤は１回

新しいものに取り換えた．また同様なトラップを同学部

附属農場（首里石嶺町）のパパヤほ場内に２ケ所設置

し，1974年６月から1975年５月までの１年間，５日おき

に捕獲アブラムシ数を調べ，水盤の水は，調査後に必ず

入れかえた．

パパヤほ場は，農学部附属農場のほ場Ａおよびその隣

接しだほ場Ｂ（浜川安栄氏所有）の２ほ場におけるパパ

ヤのウイルス病発生を調査した．ほ場Ａは，パパヤ雑交

二号をガラス室内で育成し，1974年５月25日本葉５～８

枚時に各植穴２～３本ずつ移植した．まだほ場Ｂは，雑

交二号およびソロ種を露地で育苗し，1974年７月２１～

25日に各植穴１本ずつ移植した．両ほ場の樹間は200ｃＨＩｌ

にしたが，基肥および移植後の肥培管理はそれぞれ若干

異なった．

ウイルス病の発生調査は，移植１月後毎週１回行なっ

た．また試験ほ場の近辺における古い病株については予

め調査した．なお気象資料は沖縄気象台の観測資料によ
った．

１．はじめに

沖縄に発生するパパヤのウイルスは，モモアカアプラ

ムシ（津止1971,与那覇1974）およびワタアプラムシ

（与那覇．未発表）による非永続的伝搬が認められてい

る．

本病の異常な発生状況は，これがアブラムシにより伝

搬すること，そして病株が年中あって，しかも数年間も

放置されているためであると思われる．したがって，本

病の防除は津止（1971）が指摘しているように病株を早

期に除去し，また媒介者であるアブラムシの有効な防除

が実施されなければならない．

そのためには病原ウイルスの基礎的研究はもとより，

媒介虫の生態に関する研究が重要となる．最近では国内

の各地において黄色水盤トラップを用いた有翅アブラム

シの飛来調査が実施されるようになった（小室1972)．

しかし沖縄におけるアブラムシ類の生態に関する研究

報告は少なく，伊波（1967）の沖縄本島塵アブラムシの

種類と発生状況の報告，また東ら（1971）のサトウキビ

を害するカンシャワタアブラムシの発生消長に関する詳

細な報告はあるが，ウイルス病の発生に関連しての研究

報告は皆無である．

著者らは，1974年と1975年に那綱市首里における有翅

アブラムシの飛来調査およびほ場におけるパパヤのウイ

ルス病の発生調査を行ない，これらの関係を検討して本

報にまとめた．

なお本調査を行なうに当たり，パパヤほ場のウイルス

病調査をI快諾下さった浜川安栄氏に深く感謝申し上げ

ろ．またアブラムシの鑑定および種々の御教示を賜った

琉球大学農学部助教授東清二氏ならびに同学部附属農場

の職員諸氏には試験ほ場の管理やアブラムシ調査に御協

力を得た．ここに記して深謝の意を表する．

３．調査結果および考察

（１）有翅アブラムシの年間飛来消長

１）1974年

アブラムシの年間飛来消長を図１に示した．図１に見

るように有翅アブラムシの飛来数は１月が最も多く，そ

の上，中，下旬の飛来数はそれぞれ1,222.974および
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795頭で年間飛来の最高を示した．

しかし．２月上旬は毎日雨が降っ

て有翅虫の飛来数は急激に減り，

以後５月中旬までは増減を繰返しな

がら次第に減少した．５月上旬に梅

雨入りして，５月24,29および31日

にはそれぞれ107,106および79,5繩

の豪雨があって，その飛来数は著し

く減少した．また６月中は雨の日が

多く，なおまた７月４，５日には台

風８号接近による27221,11の豪雨があ

った．その間とくに７月の飛来がも

っとも少なく，７月１～22日までは

全く飛来がなかった．しかし同月２３

日から飛来しはじめ以後少しずつ増

えて９月中旬に飛来の小さな山が現

われた．８月29,30日に台風１７号

および９月６，７日の台風18号は比

較的雨逮が少なく，有翅虫の飛来に

はあまり影響しなかった．そして１０

月中旬にその飛来数は再び減少した

'１
Ｊ

５

２
１

有
翅
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ブ
ラ
ム
シ
の
飛
来
数

1〉

が，これは10月11～15日に毎日雨が １２３４５６７８９１０１１１２月

降り（合計246繩)，またその頃から
図11974年および1975年における有翅アブラムシの飛来消長

風がやｈ強くなったためであろうと

思われろ．

なお１～３月の飛来最盛期に捕獲されたアブラムシのび７月５日の159.5211脚などたびたび豪雨があった．また

種類は，ワタアプラムシが最も多く（80％)，次いでモモ８月２，３日に台風３号および８月11,12日の台風４号接

アカアプラムシおよびニセダイコンアブラムシが多く，近による強風雨のため有翅アブラムシの発生および飛し

その他数種のアブラムシが捕獲された．ょう活動が抑圧されたものと考えられろ．しかし，８月

２）1975年下旬以後，その飛来数は次第に増えて９月上旬には前年

有翅アブラムシの飛来消長は図１に示したとおりであと同じく飛来の小さな山を生じ．その後一時期減少した

る．すなわち，１月上中旬にはかなりの飛来があったが，再び次第に増加した．

が，下旬になって，その飛来数は急に減少し，同様な飛以上のように２年間における有翅アブラムシの飛来消

来が２月下旬まで続いた．この飛来の減少は，１月26,長は，アブラムシ数の差はあるが，ほぼ同様な発生傾向

27日に322,1M1と64繩の降雨があり，その後２月15日まで毎を示した．すなわち，有翅アブラムシの飛来数は，１月

日小雨が降ったためと思われる．しかし３月上旬以後，から４月が多く，５月中下旬から急減し，６月から８月

その数は次第に増加して４月上旬には年間飛来のピークにかけて，その数は非常に少なくなる．しかし８月下旬

を示した．その後，再び減少し，６月になってその飛来から次第に増えて９月に飛来の小さな山が現われろ．そ

数は著しく減った．とくに６月は６日間に11頭，７月１の後一時減少するが11月以後，再び次第に増加する．

～20日までの20日間に２頭であったが，同月21日以後はこのような有翅アブラムシの年間飛来消長は，Ｗｏｌ－

毎日飛来した．そして再び８月１～19日までは全く飛来fenbarger（1966b）の報告した米国のフロリダ州南部地

がなかった．当年は，梅雨入りが例年より早く，かつ梅方における飛来消長ときわめて類似している．一方，わ

雨のもどり現象がおきて雨期が延びた．その間，５月1８が国では，飛翅虫の春の発生期は九州の３，４月から東

日に123.5jUi〃，６月６，７日に130.5jﾘｿ211と112.5jiwiiおよ北地方の５，６月まで北に向って少しずつずれる．気温
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が25°Ｃ以上の晩春の頃には飛来は非常に少なくなるが，

８月から９月にかけてわずかに増加し，１０月下旬から１１

月下旬にかけて飛来の山がある（日高１９６０および中沢

1970）と報告されていろ．すなわち，沖縄における発生

消長とは，かなりの時期的なずれがある．

（２）有翅アブラムシの飛来と気象

この調査で得れた有翅プラムシの飛来最盛期間の１月

と４月における飛来と気温，風速および降雨との関係を

図２および図３に示した．これらの図に見るように１月

の飛来数は1974年が多く，逆に４月の飛来数は1975年が

一時多くなっていろ．

１月の気温は，1974年が13,6～19,2°Ｃにあって旬別平

均気温は上旬16.3°Ｃ，中旬16.0°Ｃ,下旬16.4°Ｃでその

変動は小さいが，１９７５年は12,5～21,0°Ｃにあって上旬

17.1°Ｃ，中旬14.4°Ｃ,下旬16.6°Ｃで前年に比べて多少の

変動があった．とくに有翅アブラムシが多く飛来した

1974年１月９日229頭，１４日204頭，１５日447頭および

22日200頭の気温は平均してそれぞれ16.7°Ｃ，16.5°Ｃ，

16.6°Ｃおよび16.0°Ｃである．

４月の気温は，1974年が12.9～24.3°Ｃにあって旬別平

均気温は上旬18.8.Ｃ，中旬22,3°Ｃ，下旬20.8°Ｃであっ

た．また1975年は14.8～25.4°Ｃにあって上旬18.1°Ｃ，

中旬23,9°Ｃ，下旬22,9°Ｃであった．とくに多く飛来し

た日は，1975年４月４日の82頭，６日の148頭，８日の

71頭および11日の47頭で，気温はそれぞれ16.9,19.3,

19.5,および21.2°Ｃである．この期間の気温の変動は風

雨が大きく影響しているため，有翅アブラムシの飛来と

の関係を明らかにすることは困難である．

風速が平均して４”/sec以下の日にアブラムシの飛来

数は多くなるが，それ以上の風速ではその数は減少し，

さらに風速７”／Sec以上になるとアブラムシの飛来は

著しく減った．

降雨量は，1974年１月上旬0.5繩，中旬16.5jwｶﾘ，下旬

46.01#iUuと少なく，1975年１月上旬11.0繩，中旬46.0鰄，

下旬139.0鰄と前年に比べて多くなった．

また1974年４月上旬89.5繩，中旬28.0繩，下旬116.5

“であり，１９７５年４月上旬77.5繩，中旬44.5繩，下旬

126.Ojii2IIと両年とも下旬の降雨量が多い．

つまり10～20繩程度の小雨は当日の飛来数を減少させ

る．しかし40繩以上の降雨では，アブラムシ数は非常に

少なくなり，その影響は２，３日間続いた．しかしなが

ら有翅虫の飛来と降雨との関係は単に量的だけでなく，

降雨の時刻および時間に左右されろ．すなわち午前中に

小雨があり，午後晴れた日は多く飛来し，かつ群飛がた

びたび観察された．また逆にl0jIiMII以下の小雨であって

も，それが日中続いた場合，その飛来数は少なくなった．

なお飛来最盛期間では，午前中の飛来は常にまばらで

あったが，午前１時から３時頃にその数は多くなった．

これは気温がある程度上昇した後にアブラムシの飛しよ

う活動が開始されるためであろう．

以上のように有翅アブラムシの飛来と気象条件とは深

い関係があり，とくに飛来最盛期間におけるアブラムシ

の飛来は降雨および風速の影響が大きいように思われ

ろ．

そして沖縄における有翅アブラムシの飛来最盛期の平

均気温は，国内の平均気温20～21°Ｃ（日高1960，中沢

1970）に比べてや出低温のように思われる．

（３）試験ほ場におけるウイルス病の発生および有翅ア

ブラムシの飛来状況

ほ場Ａおよびほ場Ｂにおけるウイルス病の発生結果を

表１にまとめて示した．すなわち，ほ場Ａではパパヤの

生育は不揃で，かつ成長もおそく，移植３ケ月後の平均

表１試験ほ場におけるパパヤのウイルス病の発生

可015史Ｉま
ＢＡ

発病本数l発病率(％)|調査本数｜発病本数 発病率(％）調査本数
玉月目

０
０
０
０
３
９
９
５
２
４

４
６
８
９

０
０
０
０
１
３
０
７
４
８

●
●
●
●
●
●

３
９
１
７
５
５

５
６
８
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

０
２
２
７
８
３
６
４
２
０

１
３
５
７
８

０
４
４
４
６
６
３
８
７
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
８
９
５
３
３
６
６

１
４
６
８
９

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

1974-8-25
９－１０

９－２５

１０－１０

１０－２５

１１－１０

１１－２５

１２－１０

１２－２５

１９７５－１－１０

ま場Ａは1974年５月25日、ほ場Ｂは1974年７月21日移植月日注）
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樹高は約５５ｍであった．1974年９月10日に２株の発病

が認められた．その頃，一部の株では開花が始まった．

以後１１月１０日までウイルス病の発生は緩慢に経過した

が，１１月25日以後，発病数は急に増加し，最終調査の結

果，その発病率は96,3％となった．

一方，ほ場Ｂにおけるパパヤの生育は速く，生育初期

は若干徒長ぎみであった．ここでは1974年10月25日に初

めて発病が認められたが，その後の発生は急激に進み，

最終調査の結果は，ほ場Ａとほぼ同様な高い発病率を示

した．

さらに初発生後の発病推移を図示すると図４のごとく

である．この図に見るようにほ場Ａでは，ほ場周辺の比

較的生育の良い２株が発病（Ａ）し，その後30日には初

発生の隣接株およびそこから約10籾離れた２株が新たに

発病した(Ｂ)．その後も主に隣接株の発病が続いた(Ｃ）

が，１２月10日（90日目）後の発生は，ほ場全体に分散

し，急激に増加した（Ｄ，Ｅ）．

まだほ場Ｂにおける初発生は，ほ場Ａの発生から45日

後の10月25日に同一畦の３株に発病が認められた（Ａ')，

初発生後30日にはほ場全体に分散発生（Ｂ'）したために

10数本の重症状株が除去された．その後も発病数は急増

して間もなくほとんどの株が発病した(Ｃ'，Ｄ'）

以上の結果，両ほ場におけるウイルス病の発生は初発

生および発病推移に差異はあったが，９月上旬および１０

月下旬に初発生し，両ほ場とも11月下旬に発病数は急激

に増加するようになり，短期間に高い発病率を示した．

Ishii（1972）はPapayaringrpotvirusのほ場におけ

る発病率は，初発生（0.7％)，３１日後（15.7％)，５６日

後（33.0％）および84日後（88.9％）を報告した．

本調査では，ほ場Ａから北に約70”のところに古い病

株が数本あり，これがほ場Ａの発生源となり，またほ場

Ｂの場合は，ほ場Ａの発病株がその発生源になったので
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図４試験ほ場におけるパパヤのウイルス病の発病推移
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はないかと推察されろ．Wolfengarger（1966a）は，パ

パヤのウイルスの長距離間の伝搬は非常にまれであっ

て，その最高距離は375フィートであるとした．

このようにパパヤのウイルス病の発生は，まず近くの

病株からウイルスが，ほ場内にもち込まれる一次伝搬が

おき，その後は主としてほ場内での二次伝搬となるが，

その伝搬の主役は移動性の大きい有翅アブラムシであ

る，

したがって，ほ場における本病の発生は，病株からの

距離や媒介アブラムシの飛来密度に左右されろ．

試験ほ場内の２カ所に黄色水盤トラップを設置し，有

翅アブラムシの飛来状況を調べたその結果は図５のとお

りである．すなわち,1974年６～10月中旬の飛来数は少

なかったが，１０月下旬以後その数は次第に増え，1975年

１月上旬に飛来の山が現われた．その後２～３月中旬ま

では減少したが，３月下旬から再び増加して４月上旬に

また飛来の山を生じた．この結果は，前述した年間飛来

消長（図１）と同様な飛来傾向を示した．

この結果とウイルス病の発生（表１）の増加する時期

が大体一致し，両者の深い関係が認められろ．まだほ場

Ａの一次伝搬は．有翅アブラムシの飛来数が増えだす８

月中下旬頃と思われろ．

沖縄で，パパヤに寄生するアブラムシは，モモアカア

ブラムシ（伊波1967,東1968）およびワタアブラムシ

のほか一種（東1968）であるが，一般にはアブラムシ

がパパヤに寄生，増殖することはまれである．しかし，

与那覇は，本調査期間中に有翅アブラムシがパパヤ葉上

に飛来し，とくに９月以降に多いことを観察した．岸本

ら(1970)によると，有翅アブラムシは無差別に植物上に

降下し，口吻をさしたのちに寄生植物か杏かを判定し，

好む植物でなければ，再び飛び立ち短時間の飛しよう壱

する．
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図５パパヤほ場における有翅アブラムシの飛来状況
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１０６

７．小室康雄1972．野菜のウイルス．誠文堂新光社

ＰＰ、３６０

８．中沢邦男1970.有翅アブラムシ類の発生消長の
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9．中沢邦男１９７２アブラムシ類によるキウリモザ

イクウイルスの伝搬とその飛しよう生態ならびに防

除に関する研究，秦野たばこ試報７２：１～134

10．津止健市1971.、沖縄県に発生するパパヤのモザ

イク病について．琉球農試報６：４３～5４

１１．Wolfenharger，Ｄ、０．１９６６alncidence-distance

andincidence-timerelationshipsofpapaya

virusinfections・ＰＬＤis・Reptr、５０：908～９０９．

１２．Wolfenbarger，Ｄ、０．１９６６bAphidtrap

collectionsoverathree-yearperiodfromfour

southernF1oridalocations．Ｊ、ＥＣＯn．Entomo１．

５９：953～954

１３．与那覇哲義1974．パパヤから分離された３種ウ

イルスについて．沖縄農業１２：１～８

4．摘要

１．本報はほ場におけるパパヤのウイルス病の発生調査

および有翅アブラムシの飛来状況を調べ，これらの

関係を検討した．

2．パパヤは５月および７月に移植し，そのウイルス病

の発生は．９月上旬に始まって11月下旬から急に増

加し，翌年１月上旬には発病率96.3％および95.8％

となった．そしてその発生は有翅アブラムシの飛来

数と深い関係が認められた．

3．那覇市首里における有翅アブラムシの年間飛来消長

は，１～４月にアブラムシの飛来数は多いが，５月

から８月中旬にかけての飛来数は非常に少なくな

る．しかし８月下旬からアブラムシ数は次第に増加

するが，１０月に一時期減少し，１１月から再び増加す

る．なお県内の他地方でも同じ飛来消長を示すもの

と思われろ．
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黄色水盤トラップ（地上150”）

水盤（径30噸・深12”）

試験ほ場（Ｂ）の被害状況
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